
アマモ場の吸収量算定方法 
 

アマモ場における吸収係数は、対象藻場の近隣海域（瀬戸内海）における研究事例および

関連する事業報告書を参照し、Ｊブルークレジット申請の手引き記載の算定式 2 により被

度別の吸収係数を求めた。以下に詳細を示す。 

 

a)P/B比の設定 

P/B比については、近隣海域（瀬戸内海）における文献および関連する事業報告書を参

照し、平成 24年度地球温暖化対策推進費のうち「藻場・干潟の炭素吸収源評価と吸収機

能向上技術の開発」委託事業報告書（文献 6)の文献値である 4.5を本申請における P/B比

として設定した。 

 

b)湿重量の算定 

湿重量については前回申請と同様の換算式より求めた。瀬戸内海（柳井湾 文献 4）を

参照し、含水率を地上部 88％、地下部 84％と設定した。また、乾燥重量あたりの炭素含

有量を地上部 40％、地下部 35％と設定した。海老干潟および百島において、過去（平成

14年）に実施された調査結果をもとに、地上部と地下部の現存量比を 1：1とした。これ

により、含水率は 86％、炭素含有量は 37.5％と仮定した。さらに、昨年度の海老干潟、

百島干潟の調査結果をもとに、被度別の湿重量の換算式を作成し、被度毎の平均湿重量を

決定した（表 1、図 1）。 

 

 

表 1 海老干潟・百島干潟のアマモ現存量調査結果 

 

 

単位：湿重量（g-wet/m2）

被度階級 海老地区 百島Ⅰ 百島Ⅱ 平均

密生 - - 1358（646） 985(512)

密生～疎生 802（528） 795（362） - -

点生 174（66） 291（135） 256（99） 240(100)

出典：平成14年度尾道糸崎港における生物生息状況調査　報告書，中国地方整備局．

※（）内は地上部の重量を示す。また、海老、百島Ⅰはアマモの現存量の計測地点が

密生と疎生の境界付近であったため、密生～疎生と定義した。



 

※海老、百島Ⅰはアマモの現存量の計測地点が密生と疎生の境界付近であったため、便宜的に被度階級を 3.5とした。 

図 1 海老干潟・百島干潟の現地調査結果からの湿重量推定式 

 

C）吸収係数の算定 

 以上の吸収係数にかかわる各種変数の推定結果をもとに、以下の式により、吸収係数を

算定した。 

 

吸収係数＝湿重量×（１－含水率）×乾燥重量あたりの炭素含有量×P/B比×生態系全体

への変換係数×   （残存率①+残存率②） 

 

ここで、前回申請と同様に、生態系全体への変換係数は、Ｊブルークレジット申請の手引

きを参照し、2.12と設定した。残存率①（底泥埋没、海洋深層への輸送）については、杉

松ら（文献 5）による瀬戸内海のアマモ流出シミュレーション結果をもとに 15.6％（瀬戸

内海内への堆積有機物+瀬戸内海外へ流出するアマモ草体）と設定した。また、残存率②

（溶存有機物）については、Ｊブルークレジット申請の手引きを参照し、1.74％と設定し

た。この結果、以下の表 2を得た。吸収係数は濃生で 9.5t-CO2/ha/年、密生で 4.1t-

CO2/ha/年、疎生で 1.7t-CO2/ha/年、点生で 0.7t-CO2/ha/年、極点生で 0.3t-CO2/ha/年と

見積もられた。 

表 2 被度別の吸収係数の算定結果 

  

y = 42.626e0.8493x

R² = 0.9851
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濃生 5 2978.2 417 156 704 9.5

密生 4 1273.8 178 67 301 4.1

疎生 3 544.8 76 29 129 1.7

点生 2 233.0 33 12 55 0.7

極点生 1 99.7 14 5 24 0.3

1）乾燥重量/湿重量は瀬戸内海（柳井湾）
4）

の事例を参考に地上部12％、地下部16％、全体14％と仮定

2）炭素量/乾燥重量は瀬戸内海（柳井湾）
4）

の事例を参考に地上部40％、地下部35％、全体37.5％と仮定

4）炭素の残存率①は瀬戸内海の事例を参照し、15.6％と設定。残率②は手引きを参照し、1.74％と設定。

3）P/B比は平成24年度地球温暖化対策推進費のうち「藻場・干潟の炭素吸収源評価と吸収機能向上技術の開発」

委託事業報告書6）の文献値を参照し（4.5）と仮定
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